
最近の自分の状態・行動・心理を擬音で表すと
どんな言葉になるでしょうか？忙しさの中にも
ユーモアがじんわり伝わる名回答をお届けします。

リクルートサービスを活用した指導実践例

　

徳
島
県
立
那
賀
高
校
は
、中
山
間
地
域

に
位
置
す
る
進
路
多
様
校
。
活
気
あ
る
学

校
づ
く
り
の
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を
行

っ
て
い
る
。柱
と
な
る
の
が
地
元
の
4
つ
の
中

学
校
と
の
連
携
だ
。
１
９
９
９
年
か
ら
週
１

回
、２
時
間
の
ペ
ー
ス
で
中
高
の
教
員
が
入

れ
替
わ
っ
て
授
業
を
行
う「
中
高
間
授
業
交

流
」を
実
施
し
て
い
る
。

 

「
本
校
は
不
本
意
入
学
な
ど
で
、劣
等
感

を
抱
え
て
入
学
す
る
生
徒
も
い
ま
す
。
私
は

そ
ん
な
生
徒
た
ち
に
、『
君
た
ち
が
入
学
し
て

く
れ
る
の
を
待
っ
て
い
た
』、『
卒
業
式
に
こ
の

学
校
で
よ
か
っ
た
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
私
た
ち
も
頑
張
る
』と
伝
え
て
い
ま
す
」と

い
う
進
路
指
導
課
長
の
山
﨑
玲
子
先
生
。

効
果
を
見
込
め
る
リ
ク
ル
ー
ト
の

提
案
内
容
に
即
導
入
が
決
定

　

同
校
で
は
総
合
学
習
の
時
間
を「
Ｆｕ
ｔ

ｕｒｅ 

Ｄｅｓ
ｉ
ｇ
ｎ 

Ｔ
ｉｍｅ（
以
下
Ｆ
Ｄ
タ

イ
ム
）
」と
名
付
け
、大
学
訪
問
、イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
な
ど
を
経
験
。
段
階
的
に
進
路

選
択
力
を
つ
け
て
い
る
。「
Ｆ
Ｄ
タ
イ
ム
を

少
し
で
も
意
義
深
い
も
の
に
す
る
た
め
、私

が『
い
い
な
』と
思
う
情
報
は
こ
ま
め
に
学

年
団
に
伝
え
、導
入
を
検
討
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
」。

　

昨
年
度
、リ
ク
ル
ー
ト
か
ら
提
案
を
受
け

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
、山
﨑
先
生
は
即
座
に
学

年
団
に
導
入
を
持
ち
か
け
た
。「『
進
学
事

典
』を
使
う
と
受
け
ら
れ
る
無
料
適
性
検

査
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
検
査
結

果
を
も
と
に
し
た
授
業
ま
で
用
意
さ
れ
、一

層
の
効
果
が
期
待
で
き
る
と
考
え
ま
し
た
」

（
プ
ロ
グ
ラ
ム
詳
細
は
左
図
）。

進
路
決
定
の
た
め
に
必
要
な

情
報
を
収
集
す
る
力
が
つ
く

　

取
り
組
み
は
学
年
を
ま
た
い
で
行
わ
れ

た
。２
学
年
の
３
学
期
に
行
っ
た
の
は
、適
性

検
査
を
受
け
る
こ
と
。そ
し
て『
進
学
事
典
』

を
使
っ
て
進
路
希
望
調
査
を
書
く
こ
と
だ
っ

た
が
、こ
れ
は
大
き
な
成
果
が
あ
っ
た
。

 

「
進
学
希
望
の
場
合
、こ
の
時
期
は
志
望
校

が
決
ま
っ
て
も
分
野
ま
で
考
え
が
及
ば
な
い

生
徒
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、『
進
学
事
典
』

の
お
か
げ
で
、具
体
的
な
学
部
・
学
科
を
書

け
た
生
徒
が
増
え
、先
生
方
か
ら
も『
と
て

も
使
い
や
す
い
本
』と
好
評
で
し
た
。
就
職

志
望
の
場
合
も
、志
望
分
野
が
決
ま
ら
な
い

生
徒
が
専
門
学
校
情
報
や
仕
事
紹
介
、資

格
ガ
イ
ド
な
ど
を
見
て
進
路
を
具
体
的
に

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
」。

　

学
年
が
変
わ
っ
て
３
学
年
の
１
学
期
、第

生徒数／225人
（男子97人・女子128人）
普通科9学級
進路状況（2011年度）／
大学・短大進学16.9％、
専各進学18.3％、
就職57.7％、その他7.0％

徳島県那賀郡那賀町
小仁宇字大坪179-1
電話／0884-62-1151
http://naka-hs.tokushima-ec.ed.jp

スクールデータ

徳
島
県
立
那
賀
高
校

徳
島
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１
回
目
の「
F
D
タ
イ
ム
」に
、適
性
検
査
の

結
果
を
返
却
。
そ
れ
を
も
と
に
リ
ク
ル
ー
ト

の
ス
タ
ッ
フ
が
講
師
を
務
め
、生
徒
全
員
が

「
自
己
理
解
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」に
取
り
組
ん

だ
。
内
容
は
検
査
結
果
か
ら
自
分
の
長
所

を
書
き
、そ
れ
に
つ
い
て
友
人
や
先
生
か
ら

言
わ
れ
た
言
葉
を
書
き
、最
後
に
具
体
例
を

交
え
て
自
分
の
強
み
や
長
所
を
書
く
と
い

う
も
の
。
ほ
か
に
も「
自
分
を
進
化
さ
せ
る

た
め
に
必
要
な
考
え
方
や
習
慣
」、「
身
に
つ

け
た
い
力
を
つ
け
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
」を

考
え
た
。

　

山
﨑
先
生
は「
生
徒
の
笑
顔
が
印
象
深
い

で
す
。長
所
を
知
り
、笑
顔
に
な
れ
た
と
い
う

こ
と
は
、自
己
肯
定
感
が
得
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
。
3
年
生
を
そ
ん
な
形
で
ス
タ
ー
ト
で

き
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
」と
い
う
。

　

取
り
組
み
終
了
後
、山
﨑
先
生
が
感
じ
る

一
番
の
変
化
は
、進
路
に
関
し
て
必
要
な
情

報
を
探
し
、そ
れ
を
も
と
に
考
え
、決
断
で

き
る
生
徒
が
増
え
た
こ
と
。「
本
当
は
進
学

し
た
い
と
思
っ
て
い
た
生
徒
が
、『
進
学
事
典
』

で
取
り
寄
せ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
書
か
れ
て
い

た
奨
学
金
情
報
を
も
と
に
、保
護
者
と
相

談
し
て
進
学
に
切
り
替
え
た
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。
就
職
希
望
者
の
多
い
学
校
で
は
あ
り

ま
す
が
、『
進
学
事
典
』は
指
導
の
仕
方
次
第

で
、有
効
に
使
え
る
と
実
感
し
ま
し
た
」。

進路指導課長
山﨑玲子先生
本校を卒業していく生徒全員が、
最終的には社会の中で職を得て
生活していける力を身につけてほ
しい。その目標を達成するために
も、入学時の劣等感を取り払い、
自己肯定感を育てていきたい。そ
して卒業式には卒業証書ともう一
つ、合格切符や内定通知を手にし
て生徒たちを送り出したいです。

■ 『進学事典』を使った取り組みの流れ

　主に大学の研究者が、審査に応じて研
究補助を受けられる科学研究費助成事業
（通称、科研費）。実は小・中・高などの学校
の先生も「奨励研究」という枠で、10～
100万円の科研費を申請できる。
　飯島先生はこの奨励研究に２回採用さ
れた。1回目は2009年。「物理のデジタル
問題集を作り、基礎学力の定着に役立て
たい」という希望をかなえた。そして2回目が
今年、2012年だ。3学年で物理を選択し
た5人の生徒全員にiPadを支給した。「自
分自身は私立高校出身ですが、公立学校
こそ、日本の教育の基盤です。iPadで授業
なんて公立高校では無理とあきらめず、や
ればできることを後輩に示したいという気持
ちもありました」。

主体的に学ぶ意欲を
引き出す環境を整える

　届いてすぐに、5人全員が自宅の無線
LANでiPadをネットにつなげ、Facebookに
グループアカウントを作った。現在は
Facebook上で課題の配付や提出などの

やりとりを行っている。
　今回の研究の目的は協働学習による家
庭学習の定着にある。帰宅後もFacebook
上で互いに教え合い、仲間との信頼関係
を築きながら勉強の面白さに目覚めてほし
いのだという。「生徒の順応性の高さは予
想以上。今後の成長が楽しみです」。

やりたいこととやるべきことの
はざまで悩むことも

　３年前から進路指導部長を務める飯島
先生。「役職に就いてから、なにかと校務が
増えました。まだまだ授業や生徒との一対
一の付き合いを主軸に置きたいのが本音
です。今は校務と他の仕事とのバランスに
悩んでいるのが正直なところです」。
　進路指導室にいても、雰囲気は部長と
いうより兄貴分という感じ。生徒に半ばあき
れ顔で「先生、本当に楽しそうに働くな～」
と言われたこともある。「若手から中堅へと
立場が変わりつつありますが、生徒にとって
いいと思うことを全力で取り組む姿勢はも
ち続けたいと思います」。

生徒がiPadをもち、授業はデジタル教材で学び、家ではFacebookで教え合う…。
そんな未来を先取りした教育を実践する飯島先生に話を聞きました。

飯島先生がていねいに相談に乗るので、進路指導室に来る生徒は絶
えません。でも毎日17時過ぎると夕飯の話題に（笑）。本格的な手料理
の話に心和みます。文化祭の教員の出し物にも全力投球。そんな緩急
のつけ方もお手本です。（伊都高校進学主任・高橋洋次先生より）

和歌山県立伊都高校

飯島輝久先生（36歳）

ある晩、Facebook
上で、生徒から定期
テストの質問があっ
たので、それに対し
て先生が手書きの
問題をアップし解説
した様子。別の生徒
も同時にやりとりに
加わった。

進学事典

大阪・私立清教学園高校、和歌山大学教育学部を経
て和歌山大学大学院教育学研究科修士課程修了。
高3、11月の模試で物理が０点だった苦い経験をバネ
に、わからない苦しさをわかる喜びに変える物理教師を
目指す。趣味は毎日の夕飯を美味しく作ること。

ⓒ土井ラブ平

年度をまたぐことになったが、「検査結果をもとにした授業は、3学年
の1回目のFDタイムにぴったりの内容」と前向きにとらえて実施を
決めた。適性検査の診断結果と記入済みのワークシートは、進路
関連情報をまとめるファイルにはさんで各自が保管。志望理由書を
書く際や、担任との面談の際に利用している。

つぼやき on the WEB はじまりました。
紙面に載りきらなかったつぼやきは“キャリアガイダンス.net”でチェック！

検査結果をもとに書くものなので、ゼロから自分の言葉で書くよりは
書きやすい。普段なかなか記入できない生徒もスムーズに書きこ
み、自己理解を深めることができた。この生徒の長所は「疑問をトコ
トン追求する」「真面目」「責任感がある」など。進化が必要なポイン
トは「持続性」「冷静さ」など。どちらについても自分の言葉で咀嚼し
直すことに成功している。

■ 「自己理解ワークシート」の記入例

2012年2月下旬
『進学事典』の付録の適性検査を実施

2012年2月下旬
『進学事典』を使って進路希望調査を記入

2012年4月上旬
1時間目／適性検査の結果をもとにリクルート社員が講話
2時間目／「自己理解のためのワークシート」を実施
3時間目／担任によるフォロー


